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第21回リモートセンシングシンポジウム於 2019年2月 14日（木）千葉大学

⑤ドローンを用いたオホーツク海沿岸の濁度、クロロフィルa濃度の推定
Study for estimation method of tUJ.ｷbidity. cluoropbyll a concentration 

over tl1e coastal area of the Sea of Okhotsk、 Hokkaidousing aerial 由one

朝隈康司，飯野修司．長瀬秀雄

東京農業大学生物産業学部

研究の背景

オホーツク海のホタテガイについて
•北海道オホーツク海沿岸ではホタテガイ漁が盛んである
•とくに北見市常呂町は日本でも有数のホタテガイの水揚If高を誇り、平成28年では水揚げ高で28千トン、
金額にして79億円の主要産棠である

•この常呂町には常呂川（流域面租 l.920km2)が流れており、ホタテガイの餌となる植物プランクトンの
生育に重要な栄養塩を供給すると供に、春の融雪期や夏秋の台風時期などは大aの懸濁物が流出し

ホタテガイの埋没や斃死を引き起こす

•このため広域で箇便な濁度やクロロフィルa濃度のモニタリング手法が望まれている
•これまで、人工衛星を用いる方法が試みているが、
雲などの影響が大きく、必要時にデータが取得できない場合が多く問題となっている

研究の目的

・オホーツク海沿岸広域の濁度、クロロフィルa濃度を簡便に計測するため、航空ドローンを用いて、
特別な計測装四を搭載せずに、濁度、クロロフィルa濃度を推定する方法を検討する

図 1．常呂町周辺図

r 図2．台風直後の
常呂川河口の様子
(2017年10月 24 日）

研究方法
観測場所：常呂Jll河口（図 l，図5参照）

利用器材：

• D.11: l'hantOlll 4 

• J,ab~phere：標準反射板

・採水バケッ
• Wlrntmun: GF/F フィルタ

• Turn叫Xsighn:T(1『ilogy蛍光光度計

• Meule"XPI05 フィルタ測定用天秤
• J¥d1>be: Photoshop CC 

観測日： 2018年4月 l.l日,4月20日3

5月 7日． 5月21 日， 6月 II 日， 7月 16日｀

10月4 日, 10月 II 日の計8回

観測手順： 画像処理：

I. 塩酪処理されたパケツで表面を採水 l. Phoroshop CCで

2. Phanl`）m4 を1.8 m Iこホバリングさせ、 Phantom4で撮影された画像を読み込み、

IS0100，シャッター速度 1/2000 に固定し、 河口表面の影や落ち栞などの無い場所
標準反射板を直下方向で撮影 100" 100 程度の画素を選択

3. 同様に河口表面採水箇所を撮影 2. R.G.B のチャンネル別に輝度(digital値）

4. サンプル水をGF/Fフィルタで2本濾過
の平均値を読み取る

5. 一方のフィルタを DMP
3. 同様に撮影された標準反射板の輝度を

（ジメチルホルムアミド）に一晩浸す
読み取る

6. 蛍光光度計でクロロフィル拉塁度を計測 ｷ 
4. R,G, B ごとに河口表面の輝度を

7. 他方のフィルタをデシケータで1週間乾燥 . 
白板の輝度で除し、反射率に換算

8. 乾燥後、豆孟を天秤で測定し、
5. 得られた反射率とクロロフィル3濃度、

濁度に換葬
濁度の関係から推定値を箕出

因 二
図3. Phantom 4 図4パケツと撹準反射板 図5. 観瀾時の様子 図6．観測時の河口

(2018年4月 138) (2018年4月 13 日）

図8 フィルタ望呈
測定用天秤

匹
図9，蛍光光度計

図7．濾過後フィルタに 図 10．反射率算出作業
残った懸濁物 の例

結果と考察

濁度の維定結果 クロロフィルa濃度の推定結果
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図 IIから、反射率と濁度は曲線関係に

ありそうなので、 2次の推定式：

Y = aRxi + acx<,2 + a/J x炉
+b紅R 十如xG+b0x0 + c 

をソルパーで解決すると、

a"= 792.95、 bR= 248 12. 

aG=-2159.99. /JG= 361.58. 

ae. = 3222.46. b8 = -905.35令

c=22.94 のとき、
/12=0、980彎 P<0.01. 
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図 11. Phantom 4 で観測した 図 12. 濁度とPh血om4画像
各チャンネルの反射率と濁度の関係 から推定された濁度
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濁度同様にソルパーで解決すると、

aR= 50,12.b~= 10、40.

％二 •67.11.b0 = -20糾，

“B = 226.72.bB = -J7.10. 

i: ニ 8.51 のとき．
R1=0.814, P =0.Ql < Q,05. 
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図13各チャンネルの反射率と 図14クロロフィルa濃度と
クロロフィルa濃度の関係 推定されたクロロフィルa濃度の関係
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